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本プロジェクトの背景

➢ Ｓｏｃｉｅｔｙ５．０

➢ ＳＤＧｓ

➢ ＳＤＧｓアクションプラン２０２０
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Ｓｏｃｉｅｔｙ５．０

出典：https://www8.cao.go.jp/cstp/society5_0/society5_0.pdf



ＳＤＧｓ
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ＳＤＧｓアクションプラン２０２０

出典：https://www.kantei.go.jp/jp/singi/sdgs/dai8/actionplan2020.pdf
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本プロジェクトの方針

〇北勢地域で

情報系学部を持

つ唯一の大学

〇Ｓｏｃｉｅｔｙ５．０の

キーテクノロ

ジー

〇ＳＤＧｓの

ターゲット９

ＡＩを使った
問題の解決

北勢地域
における
ＡＩ研究・適
用の拠点
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本プロジェクトの研究対象

➢ 英虞湾の水質予測

➢ 外来生物判別

➢ 食品売上予測
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外来生物判定 －背景－

● 海外からの意図的な持ち込み

● グローバル化による非意図的な持ち込み

● 元来の生態系の破壊

● 人の生命・身体への危険

駆除するための外来生物マップの必要性
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外来生物判定 －背景－
➢ 四日市市による外来生物調査
（2014年～2016年）
４種の外来植物
アレチウリ，オオフサモ，オオキンケイギク，
オオカワヂシャ

➢ 市民協力による外来生物調査
（2015年4月～2015年12月）
3種の外来生物
アライグマ，ヌートリア，セアカゴケグモ
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アレチウリの調査結果

https://www.city.yokkaichi.lg.jp/www/
contents/1559195012761/files/siryoshu1.pdf

アレチウリ
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調査用紙
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セアカゴケグモの調査結果

https://www.city.yokkaichi.lg.jp/www/
contents/1559195012761/files/siryoshu2.pdf

セアカゴケグモ

12



外来生物判定 －背景－
問題点

➢ 調査員数が少ない

➢ 調査範囲が不完全

➢ メッシュサイズが大きい

➢ 市民が参加しても判定ができない

解決策

➢ 市民が参加

➢ ピンポイント（緯度・経度）

➢ 自動判定 13



研究目標
➢ 外来生物報告アプリの開発

✓ カメラ ⇒ 外来生物を自動判定

✓位置情報 ⇒ 共有マップ
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アプリの構成

ＡＩサーバー

スマホ

外来生物名
カメラ画面

画像データ

図鑑画面

地図画面

トップ画面
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判定精度評価（モデル）

VGG16
（組み込み）

VGG19
（組み込み）

VGG22
（自作）

特徴抽出器 13層 16層 19層

学習データ ILSVRC

判定器 3層 3層 3層

学習データ 外来生物画像
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VGG
➢ 2014年のImage Net画像認識コンペで優勝したモデル

➢ 特徴抽出器（複数の畳み込み層）と識別器（全結合層）

特徴抽出器 識別器
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判定精度評価（学習データ）

➢ ILSVRC １２５万枚/１０００種

➢ 外来生物画像 ９種 ５０枚／種

植物 ：オオキンケイギク，オオフサモ，アレチウリ，

オオカワヂシャ

哺乳動物 ：アライグマ，ヌートリア

両生類 ：ウシガエル

クモ類 ：セアカゴケグモ

昆虫類 ：ヒアリ

➢ 学習データ（８０％），評価データ（２０％）
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測定結果

97% 97%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

VGG16 VGG19 VGG22

学習が収束せず
測定不能
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スマホアプリ
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まとめ
➢ 本プロジェクトの背景・方針・目的

✓ AIを使った地域の問題解決

✓ 北勢地域のAI研究・適用の拠点

✓ IT人材の育成

➢ ＡＩによる外来生物判定

✓ VGG19で97%の判定精度

✓ 外来生物報告アプリの作成

✓ 課題：実機のスマホを使った動作検証
21


